タンゲバ シュギ by 岩崎, 稔 & イワサキ, ミノル
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すこしだけ歳の離れた友人に、七〇年安保闘争時代の運
動用語がフツーに会話に混じるひとがいる。 「そこは一点突破の全面展開だよ
（妥協しないで突っぱってそれをきっかけに
一気に問題解決したい）
」とか、 「空気が入るなあ
（やる気がで
るなあ）
」とか、はては「やっぱりここは単ゲバ主義でいき
たい
（いろいろ事情を考慮するよりも、とにかく単純に実力行使＝
ゲバルトでやっちゃおう）
」という具合である
―
あのう、そ
れってみんな死語ですから。
たしかに学生叛乱の時代には、政治性のある大学サーク
ルや自治会運動の かでは、こんな言葉が当たり前のように飛び交っていた。これらは「闘 言葉」であって、その時点の限られた文脈では政治意識が高いことの指標だったのかもしれない。それでも、いま出くわすと、潮が引い岸辺に取り残された海藻み いに、無力 干 び 感じ
で、ちょっと悲しい。岩波新書の『戦中用語集』は、戦時期、つまり昭和一〇年代の生活体験をもとに、若い世代には理解しがたくなった当時の語彙を集めて説明しているがそれと同様な出版企画があの学生叛乱の時代についても可能なのかもしれ い。それに、 『戦中用語 』の著者である三國一朗が選んだ「八紘一宇」と う言葉などは、ごく最近の国会でも堂々と質問に使うタレント議員が出てきて、不幸にも死語になってはいない。それに比べると、むしろもっと近いはずの六〇年代末から七〇年代初めの運動用語は、本当に跡形もなく消えかかって る。
さらにその一〇年前の六〇年安保の時期にも、その時代
の情景に結びつくフレーズや表現 あった。 「全学連いう言葉が一般的に知られたのもこの時 だし 「人知れず微笑まん」や「意志表示」 、それぞれに樺美智子や岸
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
上大作という夭折した活動家の遺稿集の標題にもなった。「声なき声」だってそのひとつだろう。
ところで、昨年二〇一五年の夏は、憲法を無視して強行
されようとする安保法制に反対して、非常に多く ひとたちが国会前で抗議を続けたという出来事によってこれからも記憶 るはずだ。久しぶり 市民社会が政治をめぐって高揚した。なかでも、
SE
A
LD
s （
Students E
m
ergency A
c-
tion for Liberal D
em
ocracy ）
と名乗る若者たちのアクションは、
政治的無関心の典型の に言われて た学生たちのなかから澎
ほう
湃はい
と巻き起こったものであっただけに、新鮮な驚き
と共感を生んだ。青年 ちはただデモに参加し だけではない。時代に固有 表現を創りだ ことができた。SE
A
LD
s
は、それまでの運動が行ってきたシュプレヒコ
ール
（七〇年安保闘争なら「安保フンサーイ！」 「われわれは闘う
ぞー！」 ）
のスタイルではなく、呼びかけて応える形、つま
りコール＆レスポンスのスタイルに意識的に組み換えたそのフレー ズも、
“
T
ell m
e w
hat dem
o cracy looks like! 
T
his is w
hat dem
ocracy looks like!” という英語も交えた、
旧来の運動圏のひとびとには思いもつかないような自由スタイルだった。そのなかに自然にヒップホップのフレーズやリズムが溶け込んでいるから、闘争 場面はかれらの音楽に通底していた。
SE
A
LD
s
以後、労働組合や市民団
体のデモでも、古いスタイルのシュプレヒコールを唱和することが少なくなっているが、それも若者の新しい言葉が影響力をもった証拠だ。
青年の憤激が形になり、それに相応する表現が存在する。
「たたかうことば」と呼んでいいのは、ただ威勢がいいだけの死語ではなく、時代の核心的な課題をめぐって煩悶する青年のその過程を表現した言葉 のだ。
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T1603027／Pieria(2016)春.indd   19 2016/03/17   15:42:14
